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美
學
の
基
礎
に
点
て
の
考
察
莞
結
）

六
ぺ

深
　
田

康
　
算

†
五

　
上
野
叙
述
し
來
つ
カ
所
か
ら
し
て
、
ジ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ハ
｝
マ
ン
が
『
美
學
及
一
般
藝
術
學
離
誌
』
一
九

一
五
年
四
月
號
に
載
せ
た
『
美
學
の
基
礎
附
け
に
就
て
』
と
云
ふ
論
文
に
現
は
れ
て
居
る
思
想
ぱ
，

略
明
瞭
に
な
っ
た
と
思
は
れ
る
。
私
は
万
事
交
に
就
て
・
i
一
其
れ
が
多
く
の
織
に
於
て
、
尚
一
履

詳
し
い
説
明
を
望
ま
ぎ
る
を
得
ず
、
又
二
三
の
織
に
於
て
は
吾
や
を
首
肯
せ
し
め
ぬ
に
拘
は
ら
ず

一
…
色
々
な
三
昧
か
ら
特
に
興
昧
を
威
じ
π
爲
あ
に
、
擶
要
と
云
ム
に
は
あ
凌
う
詳
し
過
ぎ
る
程

の
紹
介
を
敢
え
て
し
禿
の
で
あ
る
。
絡
め
に
臨
ん
で
、
先
づ
其
摘
要
を
約
乱
す
る
の
が
便
宜
で
あ

る
と
思
ふ
。

　
ハ
｝
マ
ン
の
層
層
は
．
異
き
に
述
べ
だ
様
に
．
第
一
章
『
方
法
』
と
第
二
章
『
美
學
の
原
理
、
及
び
美
的
形

橡
に
就
て
の
概
念
の
現
象
學
蘭
溝
成
の
原
理
』
と
の
二
章
か
ら
成
立
っ
て
居
る
。
を
し
て
第
一
章



　
『
方
法
』
の
論
議
於
て
，
ハ
i
・
マ
ン
は
、
総
て
の
経
験
的
血
汐
學
が
反
鷹
學
用
雪
σ
q
博
Φ
お
U
畠
毛
欝
Φ
墓
。
夢
ぽ
に
な

　
・
る
こ
と
、
美
的
意
味
が
特
等
の
科
斗
の
概
念
に
依
っ
て
は
規
定
せ
ら
れ
得
諏
こ
と
、
從
っ
て
美
學
は
、

　
（
實
践
的
百
的
に
關
係
な
く
し
て
、
直
接
に
経
験
せ
ら
れ
る
所
の
竜
の
を
．
其
儘
詑
罰
す
る
純
粋
記
述

　
和
ぎ
・
ぴ
・
§
邑
g
巳
。
蓄
星
雲
｝
・
魯
若
く
は
現
象
學
重
奏
§
奮
。
藷
δ
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
（
本
論

　
交
四
よ
ウ
五
、
本
誌
第
十
號
四
二
一
四
八
頁
、
第
十
二
號
一
〇
一
一
一
二
三
頁
、
第
十
三
號
八
五
－
一

　
〇
一
頁
墾
照
）
。
第
二
章
に
於
て
、
此
の
如
き
現
象
學
と
し
て
美
事
の
根
本
的
諸
概
念
を
、
域
畳
（
知
畳
）

　
・
内
容
其
膚
ら
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
『
美
的
形
像
』
の
諸
平
筆
か
ら
導
き
出
し
て
居
る
（
同
上

　
六
よ
薄
幸
四
、
本
誌
第
十
三
同
一
〇
一
！
一
〇
五
頁
第
十
四
號
六
八
一
九
六
頁
．
第
十
五
號
九
九
一

　
一
・
一
七
甥
貝
、
第
十
・
ゐ
ハ
號
一
〇
二
ー
ー
扁
　
二
一
ご
頁
、
鱗
即
十
九
號
一
〇
四
…
…
　
唱
一
、
一
〇
頁
、
一
箪
二
十
・
一
門
九
ご
一
一
　
咽

　
一
一
頁
参
照
）
。

　
　
美
學
が
純
粋
記
述
學
若
し
く
は
現
象
學
で
あ
る
と
云
ぷ
の
謬
マ
ン
の
考
は
、
断
は
る
迄
竜
な
く
、

　
．
糠
穂
に
は
何
等
の
概
念
竜
な
く
叉
法
則
竜
な
い
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
叉
美
學
が
純
粋
記
述
學

　
・
若
し
く
は
現
象
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
と
云
ふ
の
も
、
決
し
て
経
験
的
科
學
乏
し
て
の
美
學
の
諸

　
離
門
の
可
能
を
否
定
す
る
の
意
で
は
な
い
。
経
験
的
科
學
と
し
て
の
美
學
が
心
理
學
的
に
、
自
然

悩
　
科
學
的
に
、
若
し
く
は
叉
肚
會
夕
景
に
取
扱
は
る
。
へ
き
こ
と
を
、
ハ
言
マ
ン
が
否
定
し
て
居
ら
ぬ
と

　
　
　
　
　
美
學
　
の
　
慕
礎
　
に
　
就
　
て
　
の
　
考
簾
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七
〇

御
云
ふ
こ
と
は
現
象
學
的
雪
面
を
以
て
、
其
れ
等
の
諸
部
門
の
基
礎
學
で
あ
る
と
見
微
し
て
居
る
事

　
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
（
同
上
四
、
特
に
本
誌
第
＋
三
下
九
八
頁
以
下
夕
照
）
。
美
學
が
純
粋
記
述

　
學
た
ム
現
象
學
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
、
美
的
意
味
若
し
く
は
美
と
云
ふ
性
質
が
．
総
て
の
維
験

　
的
科
學
若
し
く
は
反
鷹
學
の
概
念
に
依
っ
て
は
規
定
せ
ら
れ
諏
の
に
基
く
。
若
し
一
方
に
於
て
。

　
総
て
の
脛
験
的
電
命
學
が
先
験
的
概
念
に
基
い
て
の
直
接
経
験
の
改
造
之
組
織
と
で
あ
ウ
、
而
し

　
七
他
方
に
於
て
、
是
等
の
蓼
科
學
の
根
本
概
念
に
依
ら
て
は
美
の
意
味
が
規
定
せ
ら
れ
得
漁
と
す

　
る
な
ら
ば
、
美
的
意
味
の
規
定
を
其
の
究
覧
問
題
と
す
る
美
學
は
、
當
然
繧
験
的
反
慮
的
科
學
で
は

　
な
く
し
て
、
純
粋
記
述
學
若
し
く
は
現
象
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
美
學
が
純
粋
記
述
學
で
あ
ウ

　
現
象
學
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
其
れ
故
に
美
的
意
昧
が
直
接
地
曳
に
與
へ
ら
る
．
＼
直
接
所
與
に

　
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
な
る
こ
と
、
先
験
的
概
念
に
依
る
所
の
其
れ
の
改
造
と
組
織
と
の
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
系
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
綴
竜
の
な
る
こ
と
、
從
っ
て
直
接
所
與
そ
の
込
の
＼
純
粋
記
述
に
依
ウ

　
て
規
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙
と
を
意
味
す
る
の
に
外
ら
な
い
。
而
し
て
直
接
所
與
そ
の

　
も
の
と
は
、
威
畳
（
知
歯
）
内
容
で
あ
る
。
其
れ
自
ら
は
諸
種
の
意
味
領
域
に
組
み
入
れ
ら
る
＼
可
能

　
を
有
す
る
併
し
其
れ
等
の
湿
れ
が
一
つ
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
る
べ
き
必
然
を
其
自
ら
に
は
有

　
せ
楓
所
の
古
畳
内
容
が
、
先
験
的
概
念
に
基
い
て
改
造
せ
ら
れ
組
織
せ
ら
る
＼
こ
と
に
依
っ
て
、
総
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て
の
経
験
的
二
型
的
認
識
の
野
象
は
構
成
せ
ら
れ
る
。
此
構
成
の
原
理
は
、
一
方
に
於
て
、
認
識
と

経
験
と
が
可
能
な
る
た
め
の
前
提
と
し
て
の
實
践
的
目
的
で
あ
る
と
云
ム
織
に
於
て
、
経
験
的
科

學
の
反
胃
學
な
る
こ
と
を
示
し
、
他
方
に
於
て
、
そ
は
直
接
七
三
を
其
自
ら
以
外
の
意
味
の
下
に
解

繹
す
る
見
地
に
立
つ
と
云
ム
織
に
於
て
、
黒
髭
豊
科
學
が
依
他
的
意
味
領
域
の
群
系
な
る
ヒ
と
を

示
し
て
居
る
。
其
れ
故
に
、
美
が
實
践
的
目
的
の
如
何
な
る
概
念
に
依
っ
て
も
規
定
ぜ
ら
れ
ず
從

っ
て
威
畳
丙
容
其
自
ら
の
意
味
以
外
の
他
の
如
何
な
る
意
昧
を
も
有
し
て
居
ら
綴
こ
と
は
、
美
の

規
定
、
美
的
意
味
の
規
定
が
威
畳
内
容
其
自
ら
の
有
す
る
意
味
に
依
っ
て
の
み
可
能
で
あ
乃
と
の

謹
明
と
な
る
。
而
し
て
威
畳
内
容
其
自
ら
の
有
す
る
意
味
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
去
れ
を
或
他
の

見
地
の
下
に
解
養
す
る
こ
と
で
は
有
り
得
ず
し
て
、
軍
に
触
れ
を
其
あ
る
が
儘
の
姿
に
於
て
見
る

こ
と
、
之
れ
を
記
述
す
る
こ
之
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
威
畳
内
容
其
自
ら
の
意
味
の
規
定
は
、
先
験

的
概
念
に
墓
く
直
接
上
層
の
改
造
と
組
織
と
に
依
る
の
で
は
な
く
、
叉
早
上
内
容
の
堅
甲
的
意
味

に
基
く
解
羅
に
依
る
の
で
は
な
く
し
て
．
直
接
所
與
そ
の
も
の
、
野
土
、
野
物
内
容
其
自
ら
の
意
味

の
理
解
に
依
る
。
怪
く
し
て
美
學
は
、
直
接
蕨
與
で
あ
ム
、
其
自
ら
意
味
を
有
す
る
威
畳
内
容
で
あ

る
所
の
美
的
形
像
に
就
て
の
現
象
學
を
其
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
現
象
學
と
は
先
駿
的

概
念
及
び
依
他
的
意
味
に
墓
く
所
の
解
羅
に
暫
し
て
、
軍
に
直
接
に
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
就
て

　
　
　
　
葵
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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七
二

の
純
粋
の
記
蓮
を
指
し
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
経
験
的
勢
象
が
先
験
的
概
念
依
他
的

意
味
に
墓
。
い
て
の
直
接
所
輿
の
改
造
で
あ
る
こ
と
は
．
総
て
の
経
験
的
科
學
を
し
て
實
蹟
的
反
鷹

擦
筆
學
π
ら
し
め
る
。
美
的
形
像
が
直
接
所
與
そ
の
竜
の
＼
意
味
に
依
つ
C
の
み
意
殊
を
有
す

る
と
云
ふ
こ
は
、
美
里
を
し
て
現
象
學
的
純
粋
記
述
學
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
・
一
現
象
學
的

と
云
ひ
純
粋
記
述
外
的
と
云
こ
と
が
、
如
上
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
美
學
に
於
け
る
形
像

の
記
蓮
と
、
経
験
的
科
挙
に
於
け
る
封
象
の
記
蓮
と
の
問
に
「
大
な
る
差
異
の
有
す
る
こ
と
竜
亦
明

ら
か
で
あ
ら
う
。
美
的
形
像
の
記
述
は
、
直
接
所
輿
の
純
輝
な
惹
記
述
な
る
が
故
に
、
純
粋
な
る
に

絢
は
ら
ず
記
蓮
な
る
が
故
に
、
若
し
く
は
記
述
き
る
＼
所
の
竜
の
が
純
紳
直
接
所
輿
な
る
が
故
「
に
、

其
記
蓮
は
記
述
せ
ら
る
＼
駈
の
も
の
を
指
示
す
る
に
止
耀
う
、
昇
れ
を
意
味
し
得
な
い
。
直
接
経

験
に
興
へ
ら
る
㌧
直
接
所
奥
の
意
味
は
、
唯
之
れ
を
自
ら
脛
験
す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
知
ら
る

べ
く
し
て
．
如
何
な
る
平
鮒
も
符
號
も
、
如
何
な
る
概
念
も
法
螺
竜
之
れ
に
代
は
ウ
得
な
い
か
ら
で

あ
る
。
現
象
學
で
あ
う
、
純
弊
記
述
學
で
あ
る
こ
と
は
、
其
れ
故
に
、
聖
母
を
し
て
経
験
的
科
學
と
全

く
性
質
を
異
に
す
る
學
π
ら
し
め
る
に
止
嚢
ら
ず
、
其
れ
等
と
甥
号
す
る
、
其
等
と
同
列
な
る
學
た

る
こ
と
を
も
得
せ
、
し
め
な
い
ゆ
美
的
形
像
の
記
述
に
於
て
は
、
経
験
的
封
象
．
の
記
述
に
於
て
の
如

く
に
、
記
述
せ
ら
る
、
も
の
と
其
記
述
と
の
問
に
・
一
致
の
存
す
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
ゆ
從
っ
て
勤
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象
に
就
て
の
科
學
が
あ
う
得
る
と
云
ふ
意
味
に
著
て
は
、
形
像
に
就
て
の
美
風
な
る
竜
の
は
有
ク

得
漁
。
　
纒
験
的
野
象
は
経
験
的
麗
質
學
の
概
念
に
依
9
て
始
め
て
群
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
故

に
、
概
念
に
依
る
詑
述
は
即
ち
同
時
に
多
野
象
を
指
示
す
る
と
共
に
之
れ
を
意
昧
す
る
。
概
念
な

く
し
て
は
野
象
が
有
ウ
得
澱
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
美
的
形
像
は
全
く
何
等
の
概
念
に
墓
い

て
構
成
せ
ら
れ
箆
も
の
で
な
い
。
直
接
所
懐
そ
の
も
の
で
あ
ウ
域
畳
内
容
其
自
ら
の
意
味
で
あ

る
が
故
に
、
概
念
に
依
る
記
述
力
る
に
止
ま
お
（
純
粋
）
記
蓮
は
、
此
美
的
形
像
を
指
示
す
る
と
共
に
意

昧
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
な
れ
ば
、
美
嚢
が
純
紳
記
述
學
で
あ
る
と
云
ふ

噛
時
事
記
蓮
は
i
・
美
學
が
學
で
あ
る
以
上
一
美
的
形
像
に
就
て
の
記
蓮
で
は
あ
ウ
得
ぬ
と
云

は
な
け
れ
ば
な
ら
盟
。
現
象
學
と
し
て
の
美
學
の
任
務
た
る
誕
蓮
は
．
美
的
形
像
の
記
蓮
琴
も
く

は
美
的
形
像
そ
の
も
の
＼
記
述
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
美
的
形
像
が
如
何
に
し
て
可
能
な
∴
多
か
め

．
記
述
で
あ
る
。
経
験
的
科
學
が
愈
愈
の
詑
蓮
で
あ
る
如
き
豊
漁
に
於
て
の
記
述
で
は
－
な
く
■
し
て
、

認
識
論
が
封
象
の
可
能
の
條
件
の
記
蓮
で
あ
る
如
き
意
味
に
於
て
の
記
述
で
あ
る
ゆ
　
そ
し
て
認
・

』
識
論
論
が
封
象
の
認
識
に
役
・
立
π
ず
、
唯
心
可
能
め
、
奮
起
7
を
閲
…
明
す
る
如
く
に
、
美
學
は
美
的
ド
形
像
の

認
識
に
は
・
役
立
・
つ
屯
の
で
は
な
く
し
て
、
唯
、
其
可
能
の
・
根
櫨
を
明
ら
か
に
し
・
得
る
に
止
綾
る
。
欺

く
し
セ
學
と
し
て
め
美
學
は
認
識
論
の
一
部
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
う
、
而
し
て
其
記
蓮
は
現
象

　
　
　
　
い
葵
・
學
の
甚
「
礎
κ
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
七
三
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哲
墨
・
嬢
究
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
四

學
的
に
、
の
み
，
、
可
能
な
，
の
、
で
あ
る
。
一
i

　
ハ
ー
マ
ン
の
此
議
論
に
果
し
て
は
、
私
は
何
等
の
反
…
封
し
得
べ
き
理
由
を
見
出
し
得
な
い
。
美

學
の
経
験
的
諸
部
門
の
可
能
竜
亦
此
の
如
き
現
象
荒
言
美
學
を
其
基
礎
と
し
て
始
め
て
確
定
せ

ら
れ
る
。
而
し
て
山
繭
．
マ
ン
の
意
味
す
る
現
象
學
と
認
識
論
と
に
依
蚤
て
、
美
的
意
味
の
基
礎
附

け
が
始
め
て
成
し
遽
げ
得
ら
る
べ
き
こ
と
は
美
的
形
像
が
直
接
所
與
で
あ
う
、
其
自
ら
意
味
を
有

す
る
威
畳
内
容
で
あ
る
ε
か
ら
し
て
疑
ふ
ε
は
出
來
綴
と
考
へ
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
が
美
を
無
關

心
的
に
、
概
念
に
基
か
ず
し
て
、
普
遍
的
に
満
足
を
與
ム
る
竜
の
と
定
義
し
、
又
美
に
就
て
は
客
観
的

原
理
を
立
て
る
こ
と
が
出
二
三
と
述
べ
だ
の
二
一
蓄
マ
ン
の
論
ず
る
所
と
異
な
る
見
地
か
ら
で

は
無
い
。
若
し
吾
々
に
ハ
罫
マ
ン
の
論
蓮
に
議
し
て
、
省
多
少
の
論
ず
べ
き
竜
の
が
残
っ
て
居
る

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
反
凶
聞
と
純
粋
記
述
學
と
に
就
て
の
概
念
的
規
定
が
、
荷
一
二
詳
密
な
る
読

明
を
一
此
問
題
の
重
要
さ
に
比
例
し
て
一
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
π
と
云
ふ
織
及
び
ハ
’
じ

マ
ン
の
心
理
學
的
美
學
に
關
す
る
見
解
が
（
上
の
鮎
と
自
ら
關
係
し
て
、
心
理
學
を
あ
嚢
ウ
に
狡
く

取
る
の
結
果
）
丁
丁
な
る
批
難
を
主
要
な
る
心
理
量
的
美
學
に
向
っ
て
下
さ
し
め
る
に
至
っ
た
と

云
ふ
織
で
あ
ら
う
。
此
二
つ
の
鮎
に
就
て
は
私
は
巳
に
本
論
文
の
初
の
方
に
於
て
述
べ
た
の
で

あ
る
（
本
論
文
＝
、
本
誌
第
十
二
號
一
〇
六
－
噌
一
七
頁
参
照
）
。
今
私
は
是
等
の
鮎
て
省
詳
し
い
考
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察
に
進
む
暇
を
有
し
て
居
ら
ぬ
。
此
で
は
面
一
の
他
の
黙
一
而
し
て
そ
は
極
め
て
重
要
な
る

鮎
一
に
回
し
て
少
し
く
注
意
す
る
丈
け
に
止
め
よ
う
と
思
ふ
。

　
ハ
ー
マ
ン
が
彼
の
論
文
に
於
て
試
み
た
所
は
、
美
的
形
像
の
可
能
な
る
條
件
に
就
て
の
現
象
學

的
記
述
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
論
叢
の
第
二
章
に
菰
野
せ
ら
れ
疫
『
美
的
形
象
に
就
て
の
　
概
念
の

現
象
的
構
成
の
原
理
』
は
、
此
種
の
試
み
の
最
初
の
も
の
＼
一
と
し
、
て
極
め
て
興
味
あ
る
者
で
あ
る
。

併
し
ハ
奮
マ
ン
の
企
て
泥
所
及
び
成
し
遽
げ
だ
所
の
も
の
に
就
て
吾
々
は
十
分
明
瞭
に
其
範
團

と
限
界
と
を
見
定
め
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
私
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
ハ
「
マ
ン
の
企
て
だ

そ
し
て
成
し
途
げ
だ
厨
の
も
の
は
、
彼
の
自
ら
明
ら
か
に
述
べ
て
居
る
駈
の
如
く
に
、
美
的
形
像
の

構
成
の
諸
婬
書
の
現
象
學
的
記
蓮
で
あ
る
。
良
種
の
記
述
に
依
っ
て
、
美
學
は
始
め
て
其
基
礎
概

念
を
確
立
す
る
芝
が
出
家
、
而
し
て
紹
験
歯
糞
學
の
諸
部
門
の
研
究
に
於
て
、
概
念
上
の
混
齪
の
生

ず
る
之
と
を
防
ぐ
こ
と
が
出
塁
る
に
根
術
な
い
。
其
の
意
味
に
以
て
、
此
の
如
き
現
象
．
學
的
記
述

を
以
て
美
挙
の
基
礎
と
見
徹
す
之
と
は
去
ふ
迄
も
な
く
正
當
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
ハ
『
マ
ン
の

試
み
直
走
の
現
象
學
的
記
述
は
一
現
象
學
の
問
題
が
、
『
如
何
な
る
原
理
に
從
っ
て
、
直
接
所
與
が
現

實
的
経
験
に
鍵
形
せ
ら
る
㌦
か
。
直
接
所
願
の
中
に
、
如
何
な
る
必
然
的
關
係
か
存
在
す
る
に
依

っ
て
γ
此
鍵
形
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
』
に
在
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
一
美
蟻
形
豫
の
構
成
の
原

　
　
　
　
癸
攣
の
墓
礎
に
就
て
の
考
・
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
近
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醤
　
　
學
　
　
靭
．
究
　
　
　
餓
〃
　
二
　
十
　
七
　
蘭
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
家
て
も
営
農
に
美
的
形
像
が
吾
々
に
取
っ
て
深
い
意
昧
を
有
す

・
る
の
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
せ
ら
れ
澱
。
彼
の
現
象
學
的
玄
馬
に
依
う
て
、
吾
々
は
甥
象
と
形
像

郎
と
の
匠
別
を
刑
罪
他
的
意
味
と
其
貞
ら
の
意
昧
と
の
雇
別
を
、
而
し
て
美
的
便
器
が
威
畳
内
容
其
自

ら
の
意
味
に
墓
く
竜
の
な
る
乙
と
を
知
参
得
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
．
総
て
の
依
他
的
意
昧

の
梯
除
と
、
馬
上
内
容
其
れ
自
ら
の
意
味
の
集
申
と
に
依
っ
て
構
成
せ
ら
る
＼
美
的
形
像
は
、
何
の

故
に
或
一
つ
の
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
は
、
此
記
蓮
に
依
っ
て
は
明
ら
か
に
せ
ら
れ
諏
。
私

・
の
云
は
う
と
す
る
の
は
．
ハ
婁
マ
ン
の
所
謂
現
象
學
的
記
述
を
批
難
し
よ
う
と
云
．
ふ
の
で
は
な
い
。

叉
彼
薗
ら
が
明
ら
か
に
課
題
と
し
て
己
れ
に
課
し
禿
問
題
以
外
に
属
す
べ
き
竜
の
を
、
彼
か
ち
要

・
駕
し
よ
、
5
と
云
ム
の
で
は
な
い
。
　
唯
・
此
の
如
き
現
象
學
的
記
述
の
外
に
、
若
し
く
は
其
繭
歩
先
き

に
、
爾
叫
つ
の
重
要
な
る
問
額
が
横
は
つ
て
居
る
こ
と
を
注
意
し
π
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
と
は
、
直
接
藁
薦
若
し
く
は
威
畳
内
容
其
自
ら
の
意
昧
が
何
の
故
に
哺
つ
の
意
志
と
な
る
の
で

あ
る
か
と
云
ム
に
在
る
。
難
問
題
が
ハ
ー
マ
ン
の
幽
現
象
學
的
記
述
學
の
課
題
に
は
下
せ
ざ
る
竜

の
、
少
く
と
竜
彼
の
輿
へ
π
美
的
形
像
の
構
成
の
原
理
か
ら
は
、
泣
き
明
か
れ
得
ぬ
竜
の
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
其
れ
と
同
時
に
、
此
問
題
が
如
何
に
か
し
て
解
決
せ
ら
れ
得
諏
限

う
、
美
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
は
荷
徹
底
せ
る
竜
の
と
云
は
れ
ぬ
乙
と
も
自
ら
明
ら
か
で
あ
ら



う
。
此
重
要
な
る
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
㌧
、
ハ
『
マ
ン
の
現
象
學
的
記
述
を
単
寧
す
δ
時
．
吾
々

は
始
め
て
彼
の
論
丈
の
正
當
な
る
贋
値
を
知
る
こ
と
が
出
国
る
。
吾
々
が
一
方
に
於
て
、
彼
の
記

述
に
尊
し
（
細
部
に
勝
て
は
兎
に
羽
黒
全
禮
に
就
て
は
）
殆
ん
ど
全
き
賛
同
を
與
へ
得
る
に
拘
ば
ら

ず
．
他
方
に
於
て
、
爾
何
物
が
與
へ
ら
る
べ
く
し
て
．
與
へ
ら
れ
綴
所
の
も
の
に
封
†
る
如
き
不
満
を
．

威
ず
る
所
以
も
亦
此
駈
に
在
る
。
而
し
て
叉
ハ
8
マ
ン
に
依
め
て
與
へ
ら
れ
ぬ
所
の
竜
の
が
何

虚
に
三
っ
て
求
め
ら
る
べ
き
か
も
、
此
所
か
ら
，
し
て
吾
々
に
は
分
か
る
の
で
あ
る
。

十
六

　
　
ハ
｝
マ
ン
が
第
二
章
に
於
て
試
み
た
美
的
形
像
の
現
象
學
的
記
述
は
今
便
宜
の
π
め
数
回
に
，

　
分
け
て
、
之
れ
を
列
墨
す
れ
ば
、
次
の
諸
項
か
ら
成
立
っ
て
贋
る
。

　
　
↓
美
的
形
像
に
於
け
る
構
成
要
素
。
形
像
を
構
成
す
る
所
の
要
素
も
、
難
題
の
其
れ
と
同
じ
ぐ
、
．
．

　
や
は
動
直
接
的
威
畳
的
要
素
と
間
接
的
聯
想
的
要
素
と
の
二
つ
に
離
別
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
但
し
形
像
に
於
け
る
直
接
的
威
畳
要
素
は
、
已
に
封
象
の
要
素
と
し
て
の
直
接
的
戴
勝
的
要
素
と

淘
t
蕩
で
な
い
。
形
像
の
構
成
要
素
と
し
て
の
手
筆
的
聯
想
要
素
窒
う
て
嫉
特
に
塞
問
的
．

閥
　
物
・
的
経
験
を
内
容
と
す
る
聯
想
的
観
念
と
、
聯
想
せ
ら
れ
再
現
せ
ら
，
れ
た
る
感
惰
的
威
畳
と
が
、
封

　
　
　
　
　
契
學
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
畢
　
研
　
究
　
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

象
の
揚
煮
に
於
け
る
と
異
な
る
も
の
と
し
て
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
所
謂
『
表
現
』
若
し
く

は
表
情
は
美
的
形
像
の
本
質
を
規
定
し
な
い
。
（
本
論
文
七
、
本
誌
第
十
四
號
六
八
i
八
二
頁
謬
照
｝
。

　
ご
美
的
形
像
に
於
け
る
是
，
等
の
欝
乎
要
素
の
結
合
統
」
は
、
甥
象
に
於
け
る
結
合
統
一
と
同
じ

く
な
い
（
同
上
八
本
誌
第
十
四
號
八
三
i
八
毛
頁
）
。

　
三
言
語
形
像
の
美
的
意
味
。
そ
は
所
謂
言
語
の
具
象
性
に
基
く
の
で
は
な
い
（
同
上
九
．
本
誌
第
．

十
四
號
八
七
一
九
六
頁
及
同
上
十
本
誌
第
十
五
號
九
九
！
晶
〇
五
頁
）
。

　
四
美
的
形
像
構
威
の
翌
旦
的
諸
勢
件
。
σ
り
職
業
的
專
門
的
見
地
か
ら
の
隔
離
②
孤
立
に
依
れ

る
隔
離
、
働
環
境
か
ら
際
立
た
せ
る
乙
と
に
依
る
隔
離
、
㈱
境
界
線
に
依
れ
る
隔
離
。
（
同
上
十
四
本

誌
第
十
五
號
一
〇
五
一
一
一
五
頁
）
。

　
五
美
的
形
像
の
積
極
的
條
件
。
　
1
依
地
．
的
意
味
の
排
除
（
イ
）
純
粋
威
尊
像
（
ロ
）
假
象
性
（
ハ
）
塗
問
的

．
時
間
的
遠
距
離
日
照
）
耳
聞
即
時
問
的
不
確
定
（
ホ
）
異
常
。
　
∬
脚
韻
畳
内
容
其
自
ら
の
意
味
の
集
申
。
（
イ
）

逼
覧
、
（
η
）
現
象
的
統
一
。
甲
張
勢
。
（
イ
）
直
接
的
強
勢
因
子
（
ロ
）
間
接
的
張
勢
因
子
。
（
同
上
、
十
二
、
本
誌

赫
弟
工
T
五
二
一
　
｝
一
血
一
一
　
扁
　
レ
七
百
ハ
、
及
同
上
、
十
融
二
、
・
本
蟄
瞼
盤
即
十
山
一
一
二
一
　
（
∪
二
一
一
　
二
ご
一
頁
及
講
ひ
蜷
罪
十
九

號
一
〇
四
一
一
こ
O
頁
）
。

　
六
言
語
形
像
に
就
て
の
再
説
。
（
同
上
十
四
本
車
室
二
十
號
九
三
一
一
噸
一
頁
墾
照
〉
。



　
　
　
吾
々
は
是
等
の
諸
項
の
夫
々
に
於
て
．
ふ
｝
マ
ン
の
記
述
か
ら
學
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
を
見
出

　
　
し
得
る
。
　
殊
に
直
接
所
與
と
し
て
の
威
畳
（
知
昼
）
内
容
を
以
て
軍
な
る
．
直
接
的
威
畳
要
素
と
見
る

　
　
の
誤
に
隔
ら
ず
、
多
く
の
形
式
論
者
の
犯
し
易
き
混
同
を
避
け
得
π
織
及
び
言
語
形
像
の
美
的
意

　
　
味
を
（
へ
葦
グ
〃
涙
の
ブ
リ
聖
1
3
リ
ツ
ヒ
・
フ
イ
ッ
シ
や
す
や
叉
ハ
ル
ト
マ
ソ
等
の
主
張
す
る
如
き
）

　
　
具
象
的
観
念
の
喚
起
に
在
ム
と
見
ず
し
て
一
言
語
そ
の
も
の
に
基
く
も
の
と
見
倣
し
だ
る
織
の
如

　
　
き
は
、
帳
令
彼
以
前
に
巳
に
是
等
の
解
織
を
正
當
に
考
察
せ
し
（
學
者
（
其
一
人
と
し
て
私
は
特
に
テ

　
　
オ
ド
ア
・
マ
イ
や
雪
を
墨
げ
π
ど
が
あ
っ
控
と
は
云
へ
、
決
し
て
輕
く
見
積
ら
る
べ
き
数
輩
で
は
あ

　
　
る
ま
い
。
而
し
て
排
除
と
集
中
と
樹
勢
と
の
諸
手
件
を
詳
述
し
て
、
美
的
形
像
の
構
成
を
明
ら
か

　
に
し
π
織
に
於
て
は
、
所
謂
現
象
學
的
記
述
と
し
て
略
図
裁
の
整
へ
る
竜
の
と
云
ρ
て
竜
過
賞
で

　
　
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

　
＼
　
然
し
な
が
ら
、
ハ
「
マ
ン
の
詳
述
せ
る
諸
條
件
（
而
し
て
是
等
の
條
件
は
帥
ち
美
的
形
像
の
記
蓮

　
に
於
て
根
本
的
基
礎
概
念
だ
る
竜
の
で
あ
る
）
は
、
共
潰
極
的
な
る
竜
の
は
云
ふ
迄
難
な
く
、
其
積
極

　
春
曇
件
な
る
竜
の
竜
、
取
運
如
何
に
し
て
直
接
所
與
た
る
滅
豊
内
容
が
、
其
自
ら
と
し
て
吾
々
の
注

　
意
を
引
き
附
け
得
る
か
の
條
件
に
過
ぎ
な
い
。
是
等
の
條
件
の
下
に
於
て
威
畳
内
容
は
依
他
的

描
　
意
昧
か
ら
游
離
し
、
其
薗
ら
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
吾
々
の
注
意
を
最
竜
強
く

　
　
　
　
　
葵
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九
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哲
　
學
　
鶴
　
銘
　
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
　
　
　
　
　
　
㌦

引
く
所
の
竜
の
、
吾
々
が
他
に
注
意
を
放
散
す
る
と
な
し
に
狂
れ
に
の
み
集
中
す
る
所
の
も
の
．
若

し
く
は
吾
々
が
最
竜
自
飾
に
之
れ
を
捕
捉
し
得
る
所
の
葛
の
は
、
果
し
て
同
時
に
吾
々
．
に
取
り
て
．

最
竜
憤
値
あ
る
竜
の
と
云
へ
る
で
あ
ら
5
か
。
　
ハ
’
マ
ン
が
其
自
ら
の
意
味
を
有
す
と
云
ふ
．
所
，

の
威
畳
内
容
は
、
實
は
其
自
ら
風
味
を
有
す
る
と
云
ぷ
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
軍
に
旧
観
的
意
昧
、
の

排
除
と
隔
離
と
に
依
ウ
、
而
し
て
依
他
的
意
味
に
依
ウ
て
の
強
勢
の
補
助
を
得
て
、
僅
か
に
其
膚
ら
．

に
向
っ
て
吾
々
の
注
意
を
暫
ら
く
引
き
附
け
る
に
止
ま
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
は
な
い
か
。
集

申
の
條
件
た
る
『
蓮
覧
』
及
び
『
現
象
幽
遠
こ
に
就
て
考
ふ
る
な
ら
は
、
吾
々
の
此
疑
は
決
し
て
根
抵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

な
き
竜
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ら
う
思
は
れ
る
。
此
所
に
吾
々
の
不
満
が
存
す
る
ε
は
、

前
述
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
ハ
じ
’
マ
ン
が
所
謂
『
表
現
』
と
表
情
と
を
美
的
意
味
の
規
定
と
し
て
，

否
定
す
る
議
論
（
本
誌
第
十
四
號
七
九
一
八
一
頁
美
的
形
像
に
於
て
形
式
と
内
容
ど
が
分
離
せ
ら

れ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
議
論
（
同
上
八
七
頁
）
及
び
直
情
移
入
読
に
勤
す
る
彼
の
批
難
へ
本
誌
第
十
二

號
一
〇
五
i
一
〇
六
頁
）
の
申
に
、
一
面
首
肯
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
織
の
有
す
る
と
共
に
、
一
面
此
等

の
正
當
な
る
議
論
の
脇
結
と
し
て
、
如
上
の
散
瞳
が
現
れ
て
摩
る
事
を
思
へ
ば
，
愈
愈
的
意
味
に
基

く
表
現
の
否
定
が
解
し
も
総
て
の
意
味
に
於
け
る
表
現
を
，
否
定
し
得
逸
事
、
叉
形
式
と
内
容
と
の

融
合
を
云
ふ
事
が
面
し
も
内
容
を
全
然
否
定
す
る
事
で
あ
う
得
ぬ
事
が
明
ら
か
と
な
る
。
蓋
し



　
吾
々
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
ハ
『
マ
ン
が
『
表
現
』
と
『
表
情
』
と
を
美
的
意
味
の
規
定
と
し
て
否
定
す

　
“
乃
の
は
正
筆
で
あ
る
。
叉
形
式
と
融
合
せ
ぎ
る
内
容
を
美
的
形
像
か
ら
排
除
し
、
美
的
形
像
に
於

　
て
は
此
二
者
が
匿
刷
ぜ
ら
れ
澱
と
云
ム
の
竜
正
當
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
意
味
に
於
け
る
表

　
現
と
内
容
ど
の
否
定
は
．
美
的
形
像
が
其
自
ら
意
昧
を
有
す
る
も
の
な
る
乙
と
、
郎
ち
書
置
的
意
味

　
に
基
け
る
表
現
と
内
容
と
を
許
さ
諏
も
の
な
る
こ
と
、
を
言
置
し
得
る
に
止
ま
っ
て
、
美
的
形
像
其

　
自
ら
の
意
味
が
形
式
の
み
に
在
る
こ
と
を
論
断
す
る
論
櫨
ど
は
な
う
得
な
い
。
然
る
に
ハ
奮
マ

　
ン
が
平
芝
内
容
其
自
ら
意
味
を
有
す
る
竜
の
、
卸
ち
形
式
と
内
容
と
の
融
合
を
示
す
も
の
、
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
美
的
形
像
の
構
成
を
記
念
す
る
所
に
就
て
見
れ
ば
、
其
層
構
成
・
竹
富
な
る
盗
の
は
解
く
皆
吾
々
の
注

　
意
を
集
申
す
る
h
二
二
吾
々
の
捕
捉
作
用
の
條
件
，
統
畳
の
條
件
た
る
に
止
ま
る
。
從
っ
て
、
其
等
は

　
畢
覧
美
的
形
像
の
形
式
的
原
理
と
見
微
さ
る
べ
き
竜
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
之
に
到
つ

　
て
甲
西
マ
ン
が
美
的
形
像
と
更
し
形
式
と
内
容
と
の
融
合
と
見
徹
し
、
警
世
に
は
何
等
の
表
現
も

　
表
情
も
無
い
と
云
っ
て
居
る
所
の
も
の
は
、
畢
覧
何
等
の
内
容
な
き
、
從
っ
て
何
等
の
撃
墜
な
き
形

　
式
に
等
し
き
竜
の
と
戎
ウ
終
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
ハ
『
マ
ン
に
依
れ
ば
、
一
方
に
発
て
は
、

．
依
他
的
意
味
に
基
く
総
て
の
表
現
と
内
容
と
の
排
除
は
、
美
的
形
像
か
其
良
ら
意
味
を
有
す
る
竜

剛
の
な
る
こ
と
、
而
し
て
其
自
ら
意
味
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
形
式
と
内
容
と
の
融
合
で
煙
る

　
　
　
　
　
美
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
ρ
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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慈
墨
醗
究
　
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
る
。
併
し
他
方
に
於
て
は
、
美
的
形
像
に
於
け
る
形
式
に
融
合
す
る
所
の

内
容
は
、
依
他
的
意
味
に
基
く
内
容
の
暫
ら
く
無
害
と
な
つ
π
竜
の
に
過
ぎ
ず
而
し
て
美
的
形
像

其
肖
ら
の
意
瞭
と
は
、
総
て
の
磁
器
的
六
出
か
ら
暫
ら
く
游
離
す
る
と
云
ふ
≧
と
に
の
み
墓
く
も

の
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
此
の
如
き
美
的
形
像
は
、
其
自
ら
は
何
等
の
意
男
な
き
竜
の
、
何

・
等
の
内
容
な
き
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
之
に
至
っ
て
、
吾
々
が
貫
き
に
注

意
し
π
所
の
問
題
、
邸
ち
美
的
形
像
其
肖
ら
の
意
思
と
は
果
し
て
何
の
故
に
一
つ
の
意
殊
と
な
う

得
る
の
で
あ
る
か
の
問
が
ハ
盈
マ
ン
の
現
象
學
無
記
逡
に
依
蚤
て
は
、
解
決
せ
ら
れ
な
い
と
云
ふ

と
が
愈
明
瞭
乙
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
　
ハ
訂
マ
ン
の
現
象
學
掌
記
蓮
の
二
値
は
．
吾
や
が
極
め
て
高
く
見
積
ら
ん
と
欲
す
る
所
で
あ
る
。

美
的
意
昧
が
威
畳
（
知
畳
）
内
容
其
自
ら
の
意
昧
に
基
く
竜
の
な
る
こ
と
、
併
し
聯
想
的
要
素
が
之
れ

か
ら
排
除
せ
ら
る
＼
を
要
せ
滋
こ
と
、
繋
り
て
美
的
形
像
は
形
式
と
内
容
と
の
融
合
で
あ
る
こ
と
）

を
明
ら
か
に
し
．
其
構
成
要
素
と
構
炭
條
件
と
を
詑
詳
し
て
、
総
て
の
他
の
意
味
と
の
三
三
を
確
立

し
π
織
に
於
て
．
所
謂
現
象
學
的
記
蓮
の
任
務
は
完
全
に
成
し
遽
げ
ら
れ
π
と
云
っ
て
差
支
は
な

い
。
然
し
な
が
ら
総
て
の
依
他
的
出
塁
か
ら
明
瞭
に
匠
賀
せ
ら
れ
得
二
野
自
ら
の
意
解
な
る
禧

の
が
、
何
に
乞
い
て
其
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
。
此
問
題
は
、
威
畳
内
容
其
自
ら
の
構
成
條
件



を
嬰
ら
か
に
し
て
、
そ
が
自
ら
吾
か
血
統
畳
の
條
件
に
脇
ふ
こ
と
を
指
摘
す
る
丈
け
で
に
解
決
せ

ら
れ
な
い
。
假
令
点
れ
に
加
ふ
る
に
、
温
血
的
意
味
の
排
除
と
、
嘉
島
他
的
意
味
の
無
害
と
な
歩
π

る
竜
の
に
依
う
て
の
強
勢
と
を
以
て
し
て
竜
、
青
玉
問
題
は
解
決
ぜ
ら
る
べ
く
竜
な
い
。
直
接
所

部
が
直
接
厨
與
な
る
が
故
に
其
自
ら
深
き
意
腺
を
有
す
る
所
以
、
滅
昼
内
容
其
自
ら
の
意
味
が
、
其

脅
ら
と
し
て
吾
々
に
償
値
あ
る
所
以
、
美
的
形
像
が
美
蘭
形
像
な
る
が
故
に
吾
々
に
取
っ
て
意
義

あ
る
所
以
r
是
等
を
明
ら
か
に
し
で
、
始
め
て
此
問
題
は
解
決
ぜ
ら
れ
得
べ
き
で
あ
る
。
　
メ
～
ひ
、

Ψ
ン
が
ジ
ヅ
プ
ス
の
威
儀
移
入
読
に
野
し
て
示
し
て
居
る
無
理
解
は
、
や
が
て
彼
れ
の
現
象
學
的

考
察
が
其
れ
響
け
で
は
足
参
二
二
と
を
吾
々
に
敏
へ
る
居
る
と
共
に
、
又
偶
何
慮
に
吾
々
の
寒
菊

℃
居
る
所
の
竜
の
が
見
出
ざ
る
べ
き
か
を
竜
吾
々
に
敏
へ
て
居
る
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
（
完
結
）
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